
看護の統合と実践 

科目名 

単位・時間 
看護の統合と実践（6単位 195時間） 対象者 23期生 

担当講師名 

第一看護学科 専任教員（臨床経験有） 

非常勤講師  医療法人社団蛍水会名戸ヶ谷病院 医師 

非常勤講師  社会医療法人社団木下会鎌ケ谷総合病院 看護師 

非常勤講師  千葉県健康福祉部高齢者福祉課 看護師・救急救命士 

非常勤講師  千葉県救急医療センター 医師 

非常勤講師  千葉県救急医療センター 看護師 

年次・時期 
3年次  

前期 後期 

概 要 

看護の統合と実践では、本校の卒業生が卒業後も生き生きと学び働くために必要な学習内容を設定してい

ます。医療の動向とリスクマネジメントや基礎看護学で履修した内容を土台として、組織の一員としての役

割、メンバーシップとリーダーシップについて学べます。 

看護管理と医療安全は、医療安全や看護マネジメントについて、当校の校長や千葉県救急医療センターの

副看護局長が担当します。災害看護は、災害看護の概要だけでなく、災害時における看護の役割と実際の看

護活動について学ぶ機会となり、災害急性期に活動できるトレーニングを受けた千葉県救急医療センターの

医師や看護師、当校の専任教員が担当します。 

統合技術と看護の発展では、卒業後、基礎看護学で学んだ基本技術と生活援助技術や、各看護学の講義・

演習・実習等で学んだ内容をふまえ、事例演習により侵襲度の高い技術や必要な援助を判断・実施できる能

力を習得します。また救命講習（ICLS コース：日本救急医学会）では、インストラクターの資格がある医

師・看護師・消防隊員の協力を得てＩＣＬＳコースを受講します。受講後には修了証が授与されます。 

国際看護では、世界の健康格差を看護の視点や国内における在留外国人患者へのケアなど国際協力として

考える機会にしていくことができるよう名戸ヶ谷病院の医師や海外青年協力隊（JICA）を経験した看護師が

担当します。専任教員は全員 5年以上の臨床経験をもっており、看護実践力・教育力向上のため、さまざま

な研修に参加しています。 

科 

目 

構 

成 

科目名 看護管理と医療安全 災害看護 統合技術と看護の発展 

単位時間 1単位 30時間 1単位 15時間 2単位 60時間 

学習 

範囲 

1．看護師の仕事とその管理、看護の 

質向上 

2.看護職とキャリア 

3.看護における医療事故と安全対策 

1．災害概論 

2．災害看護に必要な技術 

3．被災者特性に応じた災害看護の展開 

4．災害とこころのケア 

1．医療安全と看護援助 

2．救命処置 

3．ICLSコース 

4．国際看護 

科目名 統合実習 

単位時間 2単位 90時間 

概 要 

 統合実習はこれまでの専門分野の学習を踏まえ、臨床現場で行われている実務に即した看護を学ぶ実習で

す。チームメンバーの一員として看護師とともに行動し、チーム医療および他職種との協働の中で看護師と

してのメンバーシップやリーダーシップを学びます。さらに、既習の知識を統合し複数の患者理解を深め

刻々と変化する状況に応じた看護の優先度を考え実践します。常に安全・安楽・自立・患者の権利の尊重や

時間管理を考慮した看護を考えていきます。統合実習をすることで職業人として働くイメージ形成に繋がる

と思います。臨床現場では、常に看護の視点で状況を判断し、実践することが求められます。学生として現

在の自己の能力を判断し、必要な時に必要な相手に報告・連絡・相談・確認を行い、自ら考え行動する力を

十分に発揮し実習を行いましょう。 

東京慈恵会医科大学付属柏病院・松戸市立総合医療センターの臨床指導者およびスタッフが指導にあたり

ます。 

 


